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①部局の使命

（組織の存在価値） 

消防局の使命は，消防組織法第１条に規定されている 

「消防の任務」を使命とする。 
 
 １ 防災のプロ組織として常に危機管理意識を持ち，災害

を未然に防止するとともに，一旦発生した場合は迅速・

的確に対応し被害を軽減する。 

 ２ 消防団及び防災関係機関・団体と協働・連携し，防災

意識の更なる啓発を行い，地域防災力の向上を図り災害

発生を抑制する。 

②組織目標像 

「誰もが安心して快適に暮らせるまちづくり」の着実な推進 

【施策の目標像】 

 １ 予防体制の充実強化（住宅防火対策の強化推進等） 

 ２ 消防体制の強化 

   （消防庁舎・施設等の整備，常備・消防団体制及び資機

材の充実強化） 

 ３ 救急・救助体制の強化 

   （救急・救助活動等の高度化の推進及び救命率の向上） 

【組織の目標像】 

 １ 親しまれ，信頼される消防 

   （市民に安全・安心を与える力強い消防の確立） 

平成２０年度の重点事項と目標達成に向けた主な取組内容 

③重点事項 ④具体的な成果目標（めざそう値） ⑤具体的な取組内容 ⑥進捗状況（年度中間） ⑧年度末の達成状況 

１ 市民との協働・

連携による地域の

防災活動能力の向

上 

 

１ 自主防災組織の訓練実施率 

   ２５％ 

２ 消防団サポーターへの登録 

   ９６人 

   （各分団３人×３２分団） 

１ 自主防災組織に対する，教育
研修（各種訓練を含む）の実施
及び自主防災力の向上 

２ 消防団ＯＢ等を活用した災

害現場応援部隊の構築 

  

２ 住宅防火対策の

推進 

 

１ 住宅用火災警報器の設置率 

   全世帯の４０％ 

 

１ 消防団及び自主防災組織と

連携した住宅用火災警報器の

早期設置の推進及び悪質訪問

販売による被害の防止 

２ 火災による死者の低減に向

けて，市民への防火・防災意識

の一層の高揚 
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３ 救命率の向上 

 

１ 普通救命受講者数 

  ２,５００人／年 

・市民によるＣＰＲ実施率 

   ５０％以上 

・１１９番通報時の口頭指導に

よるＣＰＲ実施率 

   ９０％以上 

※ＣＰＲ ⇒ 心肺蘇生法 

       ・気道確保 

       ・人工呼吸 

       ・心臓マッサージ 

２ 軽症者搬送率 

   ３０％以内 

１ 「市民救命士」の養成に向け

た普通救命講習の積極的な広

報・実施 

２ “救える命を救うため”に，

市民・救急隊・医療機関が連携

した救急医療体制（救命の連

鎖）の一層の充実 

３ 効率的・効果的な救急車の適

正利用の啓発・促進 

  

４ 消防職員・団員

の人材育成 

 

１ 消防職員・団員の教育機関等

への派遣研修 

    消防職員 ３７人 

   内訳 ・消防大学校 2 

      ・消防学校 23 

      ・救急救命士養成 1 

      ・その他 11 

    消防団員 ２３人 

   内訳 ・消防大学校 1 

      ・消防学校 22 

２ 消防団員宿泊研修 

    （少年自然の家） 

   １００人（２回） 

１ 更なる倫理の確立に向けて
法令遵守等の職場内研修の実
施 
２ 各種研修の有効活用を図り，
消防職員・団員の職務意欲を喚
起し能力向上に向けた積極的
な研修の推進 
３ 消防団宿泊研修の更なる充
実及び女性消防団の積極的な
参加 

  ・消防団の一体感の醸成 

  ・訓練礼式の向上 

  

⑦年度中間総括 
 

 

⑨年度末総括 
 

 

 


